
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

五

九

号

米
大
統
領
の
戦
前
の
日
本
に
対
す
る
認
識
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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米
大
統
領
の
戦
前
の
日
本
に
対
す
る
認
識
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

前
回
の
質
問
主
意
書
は
、
二
〇
〇
七
年
八
月
二
十
四
日
付
朝
日
新
聞
八
面
の
記
事
（
以
下
、
「
朝
日
記
事
」
と
い
う
。
）
に

触
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
二
二
号
）
の
内
容
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す

る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
軍
国
主
義
の
定
義
に
つ
い
て
、
「
一
般
に
、
軍
事
力
に
よ
っ
て
国
威
を
示
し
、
そ
れ
を
後
ろ
盾

に
対
外
的
に
発
展
す
る
こ
と
を
国
家
の
最
も
重
要
な
目
的
と
考
え
る
立
場
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い

る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
の
我
が
国
の
国
家
形
態
は
、
右
政
府
答
弁
で
い
う
軍

国
主
義
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
外
務
省
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

「
朝
日
記
事
」
に
あ
る
、
「
日
本
の
軍
国
主
義
者
、
朝
鮮
や
ベ
ト
ナ
ム
の
共
産
主
義
者
は
、
人
類
の
あ
り
方
へ
の
無
慈
悲

な
考
え
に
突
き
動
か
さ
れ
て
い
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
他
者
に
強
い
る
の
を
防
ご
う
と
立
ち
は
だ
か
っ
た
米
国
民
を
殺
害
し

た
。
」
と
の
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
の
発
言
に
対
す
る
外
務
省
の
見
解
如
何
。
歴
史
的
事
象
に
関
す
る
評
価
云
々
で
は
な
く
、

右
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
の
発
言
が
、
外
務
省
が
認
識
し
て
い
る
歴
史
的
事
実
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
、
右
の

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
発
言
が
我
が
国
及
び
我
が
国
国
民
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
歴
史
専
門
家

一



等
に
よ
る
議
論
と
は
別
に
、
外
務
省
と
し
て
の
見
解
を
述
べ
ら
れ
た
い
。

三

神
道
と
我
が
国
に
お
け
る
天
皇
制
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
。
外
務
省
の
認
識
如
何
。

四

三
の
神
道
と
我
が
国
に
お
け
る
天
皇
制
の
関
係
は
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
外
務
省
が
「
一
般
に
、
『
人
民
が
権
力
を
所
有

し
行
使
す
る
と
い
う
政
治
原
理
。
権
力
が
社
会
全
体
の
構
成
員
に
合
法
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
政
治
形
態
。
（
出
典

大
辞

林
）
』
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
民
主
主
義
を
実
現
す
る
上
で
障
害
と
な

る
か
。
外
務
省
の
見
解
如
何
。

五

「
朝
日
記
事
」
に
あ
る
、
「
国
家
宗
教
の
神
道
が
狂
信
的
す
ぎ
、
天
皇
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
主
化
は
成
功
し

な
い
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
。
」
と
の
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
の
発
言
に
対
す
る
外
務
省
の
見
解
如
何
。
「
前
回
答
弁
書
」
に

お
い
て
外
務
省
が
「
外
務
省
と
し
て
我
が
国
の
文
化
が
民
主
主
義
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な

い
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
歴
史
的
事
象
に
関
す
る
評
価
云
々
で
は
な
く
、
右
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
の
発
言
が
、
政

府
が
認
識
し
て
い
る
歴
史
的
事
実
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
、
右
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
発
言
が
我
が
国
及
び
我

が
国
国
民
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
歴
史
専
門
家
等
に
よ
る
議
論
と
は
別
に
、
外
務
省
と
し
て

の
見
解
を
述
べ
ら
れ
た
い
。

二



六

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
定
義
如
何
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
と
言
わ
れ
る
組
織
に
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
組
織
が
あ
る
か
挙

げ
ら
れ
た
い
。

七

大
日
本
帝
国
の
定
義
如
何
。

八

七
の
大
日
本
帝
国
は
、
六
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
と
ど
の
よ
う
な
共
通
点
、
ま
た
相
違
点
が
あ
る
か
。
外
務
省
の
見
解
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

「
朝
日
記
事
」
に
あ
る
、
「
イ
ラ
ク
で
我
々
と
戦
う
暴
力
的
な
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
は
、
ナ
チ
ス
や
大
日
本
帝
国
や
旧
ソ
連

と
同
じ
よ
う
に
彼
ら
の
大
義
を
確
信
し
て
い
る
。
」
と
の
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
の
発
言
に
対
す
る
外
務
省
の
見
解
如
何
。
歴

史
的
事
象
に
関
す
る
評
価
云
々
で
は
な
く
、
右
ブ
ッ
シ
ュ
米
大
統
領
の
発
言
が
、
外
務
省
が
認
識
し
て
い
る
歴
史
的
事
実
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
、
右
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
発
言
が
我
が
国
及
び
我
が
国
国
民
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
も
の

で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
歴
史
専
門
家
等
に
よ
る
議
論
と
は
別
に
、
外
務
省
と
し
て
の
見
解
を
述
べ
ら
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


